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あらまし：Web調べ学習では，学習者が Web リソースを自由に選択し，学習課題の関連項目を部分課題
として展開(課題展開)しながら学習する．一般に，スキルの獲得には段階的な演習問題が必要だが，非構
造な Web 空間では，学習者に対する足場形成が難しく学習者のレベルに応じた段階的な演習問題の作成
は困難である．そこで，LOD を用いて学習者が課題展開するキーワードの候補を取得し，変化させるこ
とで段階的な支援を行う手法を提案する． 
キーワード：Web，調べ学習，LOD, 適応的支援 

 
 
1. はじめに 
	 近年，キー・コンピテンシーの一つとして情報活

用能力が重要視されている (1)．特に，Web調べ学習
は与えられた課題(初期課題)に対してキーワード検
索だけでなく，Web空間を探索することで網羅的か
つ体系的な知識構築が求められ，情報活用能力の向

上に適した学習である．しかし，非構造なWeb空間
では学ぶべき項目や順序(学習シナリオ)が与えられ
ておらず，学習者は知識の構築と次に学ぶべき課題

の展開(課題展開)を同時並行で行いながら，学習シ
ナリオを自分で作成するため認知的負荷が高い(2)． 
	 そこで，筆者らは，Web調べ学習のプロセスをモ
デル化したWeb調べ学習モデルを考案し，モデルに
沿った支援システム interactive Learning Scenario 
Builder(iLSB)を開発した． 
	 一方，Web調べ学習初学者の中には，iLSBで初期
課題に関する学習シナリオを作成しても妥当でない

シナリオを作成してしまう学習者が見られた．この

ような学習者には，段階的な演習を行う環境が必要

であるが，非構造なWeb空間では演習環境の構築は
困難である． 
	 そこで，本研究ではWeb上の関連データ同士をリ
ンク付けして公開する仕組みである Linked Open 
Data(LOD)を用い，初期課題に加えて学習シナリオ
に用いられる課題を表すキーワード(課題キーワー
ド)の群(展開課題候補キーワード群)を提示して，学
習者の習熟度に合った段階的な演習問題を作る手法

を提案する．また提案手法により作成された展開課

題候補キーワード群が妥当な学習シナリオ作成に有

効かどうかの基礎的な評価実験を行った．その結果

作成された演習問題が Web 調べ学習初学者に対し
て有効な足場形成として機能することがわかった． 
 

2. Web調べ学習モデル 
	 先行研究(3)では Web 調べ学習モデルを提案した．
本モデルは以下の 3フェイズから成り，学習者はこ
の 3フェイズを部分課題が展開されなくなるまで繰
り返し，学習課題で構成される木構造(学習シナリ
オ)が作成されることを想定している． 
(1) Webリソース探索フェイズ 
	 学習者が課題キーワードを用いて Web 空間から，
学習リソース群を収集する． 
(2) Navigational Learning フェイズ 
	 (1)で収集した学習リソース群を探索し，学んだ項
目の分節化や関連付けをして知識を構築する． 
(3) 課題展開フェイズ 
	 (2)で構築した知識から，学習課題を理解する上で
さらに学ぶべき項目を部分課題として展開する． 
 
3. 演習問題の作成手法 
	 本研究では，Web調べ学習モデルに沿って学習を
行っても妥当な学習シナリオを作成できない学習者

に対し，LOD を用いて段階的な Web 調べ学習の演
習問題を作成する手法を提案する． 
3.1. Linked Open Data (LOD) 

LODとは，Web上のデータ同士をリンク付けして
公開する仕組みである．本研究では日本語版

Wikipedia を LOD として表現した DBpedia Japanese
を用いる． 

DBpedia Japaneseのデータは主語，述語，目的語か
ら構成される RDF 形式で記述され，クエリ言語の
SPARQLを用いて取得可能である．この仕組みを用
いて初期課題の関連語句の取得が可能である． 
3.2. 演習問題の枠組み 
本研究では，初期課題を基に LOD から抽出した
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展開課題候補キーワード群を初期課題とともに学習

者に提示し，iLSBを用いて学習シナリオを作成する
ことを演習問題として定義する．この演習問題によ

る演習環境の枠組みを図 1に示す． 

 
図 1 演習環境の枠組み 

演習環境では初期課題を設定するとSPARQLクエ
リにより DBpedia Japaneseから初期課題の関連キー
ワードを取得する．取得されたキーワードは

word2vec により算出される初期課題との関連度に
より，初期課題との関連度が高い正のキーワードと

関連度の低い負のキーワードに分類され，両者を合

わせて展開課題候補キーワード群とする．演習問題

は正のキーワードと負のキーワードの数を増減させ

ることで難易度の変更を行うことを想定している．

作成された展開課題候補キーワード群は初期課題と

ともに学習者に提示され，学習者は展開課題候補キ

ーワード群のみを用いて Web 調べ学習モデルに沿
った学習を行う．このような演習環境でWeb調べ学
習を行うことで，学習者の展開すべき課題を選択す

る負担が軽減され，さらに学習者の習熟度に応じて

演習問題の難易度を調整しながら，望ましい学習シ

ナリオを作成するための学習者の能力向上を支援す

る． 
 
4. 評価実験 
本研究では，提案手法により作成された展開課題

候補キーワード群の提示が，Web調べ学習初学者に
対して妥当な学習シナリオ作成を行うための足場形

成として有効か評価するため，理工系大学生大学院

生 14名に対して評価実験を行なった．被験者は 2つ
の学習課題に対して展開課題候補キーワード群を提

示した場合と提示しない場合のそれぞれの場合に対

して iLSB を用いた学習シナリオ作成を行なっても
らった．作成された学習シナリオは筆者ら 3名が信
頼できる Web リソースを参考に課題展開の妥当性
を評価した．また，展開課題候補キーワード群の提

示による学習シナリオ作成への影響を評価するため，

キーワード群提示の有無と学習課題の計 4通りに対
して，学習シナリオに対する妥当な課題展開の割合

により，学習シナリオを上位群と下位群に分類し，

分析を行なった． 
結果は図 2,3 のようになり，片側 t 検定を行った

結果，上位群では妥当な課題展開の割合は増加し，

妥当でない課題展開の割合は減少したが有意差は見

られなかった．一方下位群では妥当な課題展開の割

合は 1%水準で有意(t(13)=3.95,p<.01)に増加し，妥当

性が弱い課題展開と妥当でない課題展開の割合は減

少し，それぞれ有意差(t(12)=1.89,p<.05)と有意傾向
(t(13)=1.75,p<.10)が見られた．以上から Web 調べ学
習初学者に対して展開課題候補キーワード群を提示

することは妥当な学習シナリオの作成を促進してお

り，初学者に対する足場形成として有効であること

が示された．  

 
図 2 上位群の学習シナリオの評価結果 

 
図 3 下位群の学習シナリオの評価結果 

 
5. 結論 
	 Web空間で初学者が段階的な演習を行うことが困
難であるという問題に対し，LODを用いて展開課題
候補キーワード群を作成し，学習者に提示すること

で足場形成を行う手法を提案した．評価実験の結果，

提案手法は初学者に対して妥当な学習シナリオの作

成を促進し，足場形成として有効であることが示さ

れた． 
	 今後の課題として，段階的な演習問題の作成を行

うため，学習者の習熟度の把握と習熟度に応じた展

開課題候補キーワード群の作成が挙げられる． 
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